
〇 発生日時  令和６年３月３日（日）午前０時５分頃 

〇 発生場所  四日市市末永町地内 市道 三滝温泉満殿の湯の近く 

〇 事故の状況  

  近鉄名古屋線の下を通るアンダーパスで、男性の歩行者が普通乗用車（四日市市・男性・２８歳）に跳ねられた直後

に、反対方向から走ってきた軽四乗用車（四日市市・女性・５３歳）に跳ねられました。 

歩行中の男性（身元調査中、３０歳代）が死亡。 

〇 事故を起こさないためには 

 【ドライバー】 

 ・ 走行中は、前方注視を怠らないこと 

 ・ 夜間で人通りの少ない道路であっても、歩行者があることを想定し運転すること 

・ 前照灯は、ハイビームとロービームのこまめな切り替えを行うこと 

【歩行者】 

・ 夜間の外出時は、ドライバーから認識されやすい、明るい服装（白色や黄色等）を着用するほか、反射材の着用、 

ライトの所持等に努めること 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

よんなん交通安全だより 

交通死亡事故が発生 

 四日市南警察署管内におきまして、令和６年３月３日に交通死亡事故が発生し、１人の方が犠牲

となりました。交通死亡事故の状況は以下のとおりです。（報道文から抽出） 

～ 今年に入り、１件発生し、１人が犠牲に（前年比-２人） ～ 

 令和６年３月４日発行 
四日市南地区交通安全協会 

 

三重県交通安全県民運動スローガン 

やさしさが 安全つなぐ 三重の道 ～ 歩行者の ハンドサインは 赤信号 ～ 

１ 普通乗用車と歩行者と軽四乗用車の事故 

２ 三重県の交通死亡事故発生状況 （前年比：―２件、―２人） 

〇 交通死亡事故の発生状況（３月３日現在） 

四日市市末永町の交通死亡事故で、三重県内では交通事故死亡事故が１０件発生し、１０人が犠牲となりました。 

 ※ 四日市市内では、１月８日（成人の日）午後２時５０分頃、水沢町地内の国道３０６号で、軽四乗用車と大型 

ダンプカーとの正面衝突事故が発生し、軽四乗用車を運転していた高齢者男性が犠牲となりました。 

〇 交通死亡事故の特徴 

 ・ 年代別：高齢者 ～ ４人（運転者：２人、同乗者：１人、歩行者：１人）、若年者 ～ １人、その他年齢 ～ ５人 

 ・ 類型別：人対車両 ～ ４人、車両単独 ～ ３人、正面衝突 ～ ２人、出会い頭 ～ １人 

・ 曜日別：土日祝 ～ ７人（土：２人、日：４人、祝日：１人）、平日 ～ ３人（水：２人、月：１人） 

・ 路線別：国道 ～ ６人（R306：２人、R23：１人、R165：１人、R166：１人、R260：１人）、高速道 ～ １人、 

県道 ～ ０人、市町道 ～ ２人、路外施設 ～ １人 

 ・ 昼夜別：昼間 ～ ５人、夜間 ～ ５人 

 


